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（
毎
日
新
聞
） 

税
金
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
使
わ
れ
て
い
る

の
か
。
二
〇
一
七
年
度
予
算
の
概
算
要
求

で
、
防
衛
費
が
過
去
最
高
に
な
っ
た
今
、

そ
う
考
え
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
核
実
験
と

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
繰
り
返
す
北
朝
鮮

に
、
海
洋
進
出
を
続
け
る
中
国
。
日
本
を

取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
の
は
分
か

る
。
け
れ
ど
も
一
方

で
、
国
内
に
は
貧
困

や
格
差
拡
大
な
ど
克

服
す
べ
き
問
題
も
山

積
し
て
い
る
の
だ
が

−
−

。 

 

ま
ず
、
こ
の
１
０
年
間
の
防
衛
費
の
推
移

を
見
て
ほ
し
い
。
１
２
年
１
２
月
に
誕
生
し

た
第
２
次
安
倍
晋
三
政
権
が
、
予
算
を
編
成

し
た
１
３
年
度
以
降
は
増
え
続
け
、
一
七
年

度
の
概
算
要
求
段
階
で
は
過
去
最
高
の
五

兆
一
六
八
五
億
円
（
一
六
年
度
当
初
予
算
比

二
・
三
％
増
）
と
な
っ
た
。 

二
〇
一
七
年
度
予
算
案
、
社
会
保
障

費
一
四
〇
〇
億
円
抑
制
へ
調
整
＝

政
府
・
与
党
筋
（
東
京
ロ
イ
タ
ー
） 

前
年
度
当
初
防
衛
予
算
、
５
兆
５
４
１

億
円
と
の
差
一
一
四
四
億
円
は
丸
々
こ

れ
で
補
わ
れ
る
？ 

 

国
民
が
、
こ
の
内
閣
に
国
政

を
任
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

猛
省
を
迫
ら
れ
る
日
が
来
る

前
に
、
早
々
の
「
退
陣
」
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
‼ 

 

２０１６年が終わろうとしています。ここで私たちをとりまく状況
を国政と職場の「権利」の２つの面でふり返ってみました。 

都教組江戸川支部 

℡ 3651-3153 

FAX  3655-3521 

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
は
重
心

は
、
軸
足
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
＝
東
ア
ジ
ア

地
域
包
括
的
経
済
連
携
）
に
移
っ
て
い

く
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
は
米
国
は
入
っ
て
い

な
い
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
世
界
最
大
の
国
は
、
米
国
で
は
な

く
て
中
国
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

１
つ
の
モ
デ
ル
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
、
確
か
な
こ
と
で

は
な
い
か
。」
国
会
で
の
本
人
の
発
言
）

ア
ジ
ア
経
済
の
中
心
に
中
国
を
据
え

た
く
な
い
‼
こ
れ
が
本
音
？ 

対中国政策・アジアへの覇権欲のあらわれだった？ 
自分の“妄想”で国民を犠牲にする。アベ政治のいつものパターン

‼ 

 

ま
た
、
衆
議
院
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別
委
員
会
の
参

考
人
、
弁
護
士
の
岩
月
浩
二
氏
は
、 

政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
を
急
ぐ
理
由
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
予
算
に
も
注
目
す
べ

き
」
と
指
摘
す
る
。
要
す
る
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
」

と
い
う
名
の
下
、
あ
ち
こ
ち
に
お
金
が
バ
ラ
ま

か
れ
る
の
だ
。
「
当
然
、
こ
の
予
算
は
肝
心
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
ら
予
算
を
組

む
理
由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
政
府
は
何
が
な
ん
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
消
滅
し

た
と
い
う
事
実
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
多
額
の
対
策
費
は
す
で
に
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
利

権
』
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
」
癒
着
体
質
と

ご
都
合
主
義
？ 

その一つは権力にすり寄り、 
正確な報道をしない大手マスコミ 
 例えば、プーチンとの交渉は明らかな失敗であ

るのに、どのテレビ局も安倍首相本人を出演さ

せ、あたかも成功であったかのように取り繕う首

相の発言を垂れ流しています。 

信用されない民主党 
民進党は、野田幹事長の出現、支持母体の連合

の揺さぶりによって、ふらつき、野党共闘のチャ

ンスを危うくしています。 

これが、世論調査で、安倍内閣支持の理由のト

ップが常に「ほかによさそうな人がいないから」

「ほかに任せられる党がないから」という状況を

生み出していることは間違いありません。 

何が何でも 

このみちを

行く‼ 

 

予
算
か
ら
見
る
こ
の
国
の
か
た
ち
、

過
去
最
高
の
防
衛
費
概
算
要
求
＝

先
制
攻
撃
論
浮
上
の
恐
れ
も 
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現
行
の
「
昇
給
制
度
」
は
、2

0
06

年
度
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
、
当
局
は
「
職
員
の
毎
年
の

勤
務
成
績
を
適
切
に
評
価
し
、
そ
れ
を
給
与
に

的
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
士

気
を
高
め
、
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

昇
給
は
、
業
績
評
価
に
基
づ
く
「
勤
務
成
績
」

の
区
分
を
も
と
に
最
上
位
６
号
、
上
位
５
号
、

標
準
４
号
と
昇
給
の
幅
が
違
っ
て
き
ま
す
。
ま

た
、
業
績
評
価
の
一
次
評
価
（
絶
対
評
価
）
は

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
四
段
階
で
、
Ｄ
評
価
に
な
っ
た
人

は
３
号
と
な
り
事
実
上
昇
給
延
伸
と
な
り
ま
す
。

（
図
１
参
照
） 

 

隔
遠
地
に
つ
い
て
は
、「
隔
遠
地
勤
務
に
基
づ

く
昇
給
加
算
制
度
」
が
あ
り
、
隔
遠
地
赴
任
者

は
付
与
限
度
な
し
で
、
赴
任
の
翌
年
度
か
ら
帰

任
の
翌
年
度
ま
で
、
号
給
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
島
し
ょ
＋
４
号
、
島
し
ょ
以
外
＋
２
号
） 

                  

● 

成
績
率
の
原
資 

（
＝
拠
出
額
）
は 

成
績
率
の
原
資
は
、
主
任
教
諭
・

教
諭
、
主
任
・
主
事
は
、
年
間
３
％

を
全
員
か
ら
拠
出
さ
せ
、
下
位
評
価

と
な
っ
た
職
員
（
業
績
評
価
の
第
１

次
評
価
がD

、
か
つ
最
終
評
価
が
１
）

か
ら
は
、
さ
ら
に
６
％

を
減
額
し
ま
す
。
ま
た
、

扶
養
手
当
（
は
ね
返
り

分
を
含
む
）
を
勤
勉
手

当
の
算
定
額
に
入
れ

ず
、
そ
れ
も
原
資
に
加

え
る
た
め
、
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
て
い
る

人
は
、
さ
ら
に
影
響
が

大
き
く
な
り
ま
す
。 

 

● 

成
績
率
の
原
資 

（
＝
拠
出
額
）
の
配
分
は 

こ
の
原
資
を
主
幹
教
諭
・
指
導
教

諭
、
課
長
代
理
以
上
は
、
最
上
位

（
適
用
対
象
者
の1

0
 

％
）
と
上
位

（
適
用
対
象
者
の3

0
 

％
）
に
配
分

し
、
主
任
教
諭
・
教
諭
、
主
任
・

主
事
、
全
再
任
用
教
職
員
は
、
上

位
（
適
用
対
象
者
の4

0
 

％
）
に
配

分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
６
割
の
職
員
（
中
位
・
下
位
）

が
減
額
と
な
り
、
４
割
の
職
員
（
上

位
以
上
）
が
増
額
と
な
る
し
く
み
で

す
。 

 

● 

成
績
率
の
段
階
の
告
知
は 

 

告
知
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
ま
で
に
管
理

職
か
ら
口
頭
で
、
成
績
率
の
段
階
が
、
最
上

位
・
上
位
・
下
位
の
職
員
の
み
に
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
中
位
の
職
員
に
は
、

告
知
さ
れ
ま
せ
ん
） 

給
与
明
細
へ
の
率
な
ど
の
表
示
は
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
度
（2

0
1
5
 

年
度
）

６
月
の
勤
勉
手
当
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
、 

教
職
員
が
自
分
の
給
料
月
額
等
を
入
力

す
る
と
成
績
率
段
階
別
支
給
額
の
概

算
が
確
認
で
き
る
計
算
シ
ー
ト
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
計
算
シ
ー
ト

は
全
都
共
通
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
配

置
状
況
が
区
市
町
村
に
よ
り
異
な
る

た
め
、
区
市
町
村
に
よ
り
計
算
シ
ー
ト

の
利
用
の
仕
方
が
多
少
違
い
ま
す
。
事

務
職
員
・
栄
養
職
員
に
つ
い
て
は
６
月

３
０
日
か
ら
、
教
員
に
つ
い
て
は
７
月

１
５
日
か
ら
利
用
可
能
で
す 

 

          

１年目 

１年目 

２年目 

 

２年目 

３年目 

 

４年目 

３年目 

 

 

４年目 

仮に両方、２級の１号スタートとしたとして試算してみました。 

Ａ評価が４年続いた場合、給与月額は 229,700 

Ｂ評価のまま、４年がたった場合、 211,700 

その差、18,000円となり、年額にすると 216,000円 

毎年の累積がありますから、勤務年数をトータルして考えるとそ

の差はとんでもなく大きなものになります。 

○ 給与改定 … 例月給改定なし、一時金 0.10 月（再任用 0.05 月）引き上げ（勧告どおり） 

○ 扶養手当 … 配偶者に係る手当引き下げ、子に係る手当引き上げ（勧告どおり）  

○ 扶養手当の収入限度額見直し … 2017 年度給与改定交渉期まで、引き続き協議  

○ 行政職給料表（一）１級 … 最高号給以下４号カット、該当職員は現給保障（勧告どおり）  

○ 業務職給料表１級 … 最高号給以下 12 号カット、該当職員は現給保障  

○ 育児・介護に関する休暇制度等 … 介護時間制度の新設、介護休暇の期間の上限撤廃など  

○ パワハラの発生しない職場づくり、マタハラ防止方針策定 … 労使で意見交換 

 右は今年の秋闘の結果です。 

今年も、不満の残るものとなり

ました。しかし、「給与」に対す

る不満の根幹には昨年までに強

化された『人事考課』『成績率』

による言われもない差別にあり

ます。 

業績評価と昇給制度です。 

さ
ら
に
ボ
ー
ナ
ス
で
追
い
打

ち
を
か
け
ら
れ
ま
す
。 

このように差別・分断された職場では「同僚性」に

基づく信頼関係・協力関係は育ちにくく、子どもの発

達を中心にした学校づくりも困難になってきているの

ではないかと考えます。また“パワハラ”問題が組合

に持ち込まれることが最近、頻繁にあり、ギスギスし

た関係の中で辛い思いをされている方が多くなってい

る現実がみえます。江教組は、この「人事考課」制度

に対する意識調査を近々実施し、状況改善にむけて､

本格的に動き出したいと考えています。 
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